
令和７年度　幼稚園　学校評価結果シート

教育目標

現状：評価区分については、A〜Dで自己評価をする。

A：十分達成されている。

B：ほぼ達成されている。

C：達成されているとは言えないが、努めている。

D：達成されていない。

評価項目 現状

1
園の教育理念や方針を理解し、

目指す姿を具体的にイメージできる。
A

2 幼稚園教育要領を理解し、具体的な事例を想起できる。 B

3 園の教育課程を理解し、それをもとに保育の計画をたてている。 A

4

長期の指導計画はマンネリ化しないよう、常に見直しを行い、

短期の指導計画は幼児の実態に合わせて、変更できる順応性のあるものにしている

。
B

5 幼児の生活が豊かになるような行事を、実態に合わせて清選している。 A

6 教師の願いや意図をもち、幼児の発達や生活を見通して環境構成をしている。 B

1 ケガや事故には特に気をつけ、機械に応じた適切な配慮をしている。 B

2 健康な心と体を育てるための食育に取り組んでいる。 B

3
緊急事態発生時に教職員が役割を把握し、連携して行動が

できるよう訓練をし、共通理解が図れている。
A

1
一人一人の幼児を観察し、言葉にならない思いやサインを受け止め、幼児同士のか

かわりの中で、その姿の内にある心の動きについても推察するようにしている。
B

2 幼児の気持ちに共感しながら、一緒に遊んでいる。 B

3
「先生のようにやってみたい」と幼児が思うような、モデルとしての姿を

心がけている。
A

4 幼児同士のトラブルに対し、適切な対応をしている。 A

5 幼児の年齢や発達に応じた関わりかたをしている。 B

1
保護者に対し、幼児や保育のことを分かりやすく伝え、信頼関係を作ることに努め

ている。
A

2 幼児や保護者との対応には、公平さをかかさないようにする。 A

3 園の教材等は節約して使い、後で使う人が使いやすいようにする。 B

4 職務上、知り得たプライバシーに関する情報などの秘密を守っている。 A

5 クラス内はもちろん、園内外の清掃や整理整頓を実行している。 A

6 教職員全員でひとつのチームであることを意識している。 B

7 他の意見を素直な気持ちで聞き、自分の意見を述べることができる。 B

8 当番や役割による仕事は確実に行なっている。 B

9 自然に対する感性をもち、命の尊さを感じている。 C

1
保育参観や懇談会を開き、子ども、保育、家庭での在り方などについて

共通理解を得られるように努めている。
B

2 園だより等で、園の教育方針について適切に情報を提供している。 B

3 自分の考えをきちんと話し、保護者の話を心を開いてよく聞く。 B

4 園のすべての保護者に対し、挨拶や会話を心がけている。 A

5
クレームがあった場合は、謙虚に話を聞き、園長、主任等への

連絡・報告・相談をしている。
A

1 地域の自然や機関を指導計画の中で位置付けて活用している。 C

2
小学校生活に期待と憧れを持たせる機会を設け、小学校生活や学習に

繋げる指導をしている。
B

3
子育て支援活動は地域や保護者の実情や要望に応えられる工夫をして行なっている

。
B

1
特別に支援が必要な幼児には、個別の指導計画などの作成し、必要に応じて専門機

関との連携をしている。
A

2
特別に支援が必要な幼児をとりまく大人たちの相互理解を深め、

個性の違いを認め、お互いに尊重できる子どもの人権教育に配慮している。
B

3
特別に支援が必要な幼児の就学相談を保護者と行い、小学校に適切な助言と申し送

りを行なっている。
A

1 研修会には自己課題をもって進んで参加をしている。 A

2 自分の保育について計画と反省を行なっている。 A

3 他園の見学をしたり公開保育を見てみたいと思う。 B

4 園内で幼児理解を深めるための事例検討会等を行なっている。 C

1 研修会には自己課題をもって進んで参加をしている。 B

2 講師からの学びを日々の保育で実践している。 B

3 幼児1人ひとりの理解力を把握し、援助出来ている。 B

4 園内で幼児理解を深めるための事例検討会等を行なっている。 A

心理専門医２名と契約

宵宮など地域の方と

連携した行事を行なっている

②

健康と安全

への配慮

⑤

保護者への

対応

⑥

地域の

自然や

社会との

関わり

2026/4/1記入

外部講師の活用

参観後の面談の実施

月目標の設定

行動指針をもとに日々行動している

防犯カメラの導入

毎月「園たより」「学年便り」を配信している

四季の行事を大切にしている

季節行事も基本毎年異なる工夫を加えている。

全職員でのヒヤリハットの共有

じゃがいも堀、大根堀、クッキングデー

年に数回、防災訓練や研修を受けている

当園ではこの度、令和７年度の幼稚園評価として教職員自己評価を実施いたしました。教職員一人ひとりが自らの教育活動や園運営の状況を振り返ること

で、現状を見つめ直す良い機会となりました。また、それぞれの評価結果について皆で話し合うことにより、成果や今後の課題、改善の方向性などを明ら

かにすることができました。この評価結果を深く受け止め、更なる「教育活動の充実・教育環境の整備・教職員の資質向上」に努めてまいります。

学校法人石川キンダー学園

城山幼稚園

創設者である石川文吉は、日本の未来を子ども達に託すため、「鎮守の森を、保育の庭に」を掛け声に戦後の貧しい時代に、幼児教育に着手しまし

た。１５年後に、お子さま達が社会に巣立つ時、しっかりと「自立」して生きていけるよう、「自ら学び、考え、決定し、行動できる子」「自利利他の精神」を軸に、人としての基

礎を養う教育活動を行っています。

③

幼児の

みとりと

理解対応

④

教師

としての

資源・能力

良識・適正

取り組み状況

毎朝の朝礼でのディスカッション等で

イメージの共有を行なっている

毎年年度目標を更新

毎年年度目標を検証し、更新している。

外部講師から助言を受け

保育の改善を行なっている。心理専門医との連携。

園風プロジェクトで予算管理をしている

機密情報取扱承諾書にサイン

評価分類

①

教育課程

指導

・保育目標の達成に遅れが生じた時に、どのようにフォローアップするかを家庭とより深く話し合う機会を作る必要がある。

・長時間預かる用事が増えてきた中で、職員同士が一同に介してコミュニケーションを撮る時間が減っている。職員研修を増やし、チーム連携を高めていく。

掃除チェックのイベント化

チームビルドの研修を行なっている

外部指導員による

保護者との面談の機会を設けている

思考力クラスの実施

外部指導員による巡回や

療育との連携がある
⑦

特別支援

教育

⑧

研修

シフト制

年に２回の面談を行なっている

満３歳児クラスから年長クラスまでの保育カリキュラムに一貫性があり、連携が取れている。また、職員研修では、学年や園に関係なく全員が参加をすることで職員に保育の質向上に繋

がっている。

今年度は地域の方と連携をした「宵宮」や「ハロウィンイベント」など、町会の方と一緒に行事を行ったことで活気に溢れていた印象がある。

子育てと就労支援の2つの問題の解決から、今年度より長期休暇中の定期券を作った。このことにより就労家庭にも通いやすい環境を整えられ、社会に合わせた取り組みができたことが良

かった。

また、園庭を人工芝生に工事したことで、外での活動も取り組みやすくなり、園が大事にしている毎日の積み重ねができているように思う。

月次の外部研修の実施

改善点

⑨

外部講師による「かず、かたち

、ことば」の授業について

その日に取り組むカリキュラムとして

スケジュールに入れて進めている

使用した教材を使用して職員内で指導の

シミュレーションを行なっている

学校関係者評価


